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前搾り乳におけるPLテスタースコアと電気伝導度の関係
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1　は　　し　が　き

乳房炎を早期に発見する方法として，分房乳の電気伝導

度（以下電導度）の間差値から検出する万好）がある。こ

の方法は酪農家で実施するのは，困難であるが，幸い電導

度を容易に測定する機器が開発されたため，PLテスタース

コア（以下PL）を判定の基準として．前搾り乳の電導度か

ら乳房炎を検出することを試みた。

2　試　験　方　法

（1）供式年　当場飼養のホルスタイン種　延149頭

（2）搾乳方式　朝：パイプライン（オリオンKX．）

夕：バケット式（メーラバル杜）

（3）搾乳間隔　9時間－15時間（8時30分－17時30分）

（4）搾乳者　朝：はば特定者，夕：不特定者

（5）調査期間　昭和57年6月－9月

（6）サンプリング＝各月下旬に一度，朝の前搾り乳40鳳g

（7）測　定　サンプリング後直ちに，PLテスタースコア

（日本全英KK）と電導度（マスタイザー：エーザイKK）を

調査した。

3　結果及び考察

6月から9月までのPL別の電導度を図1に示した。PLトI

の電導度は，6月に高く7～9月に低く安定した。初産は

6　　　　7　　　　8　　　　9月

図1pLテスタースコア別電気伝導度（25℃）
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2産以上より屯導度が低く，有意差が認められたので，初

産と2産以上の電導度は区別したほうが良いと思われろ。

また，産歴に関係なくPLHの電導度は．PL州以上の電導

度より明らかに低く推移した。

表1（貧欝硯警君警讐汚）
P L スコア

ー ± ＋ ・汁 ～

1 ～　 7 5 0 ．4 ± 8 ．4 5 6 ．3 ± 6 ．2 5 6 ．5 士 3 ．8 6 2 ．3 ± 1 6 ．5

8　 ～ 1 0 5 0 ．7 ± 6 ．8 5 3 ．8 ± 4 ．5 6 9 ．9 ± 9 ，2 7 7 ．4 士 1 4 ．4

1 1 ～ 1 5 5 2 1 7 ± 6 3 5 8 0 ± 1 6 ， 6 2 ．4 ± 1 0 ．1 7 5 ．5 ± 1 1 ．4

分娩後泌乳月別の電導度を表1に示した。PLト）の電導

度は，泌乳1－10月ははば一定であるが，泌乳11－15月は

やや高かった。PL州以上の電導度は，PLトはり明らかに

大きかった（Pく．05）。これらのことから，異常乳の早期検

出に電導度が利用できると推察されたので，次の方法によ

り異常乳の検出を試みた。

（1）正常乳の限界電導度を設定したとき

電導度は，塩化物に敏感に反応2）し，またpⅥとCl熱度

が正常な牛乳の4．5％が，細胞数50万〟以上3）であること

から，正規分布の上側5％未満を正常電導度の限界とした。

義2誘発石弓の電気伝導度（×10→兢・25℃）
忘 巳と三三

ー
± ＋ 一汁 ～

初 4 7 ．0 ± 6 ．0 4 8 5 ± ．7 5 8 8 ± 1 1．0 6 4 ．5 ± 1 7 ．8

2 産 ～ 7 5 1 ．5 ± 6 ．5 5 8 0 ± 9．4 6 3 ．1 ± 7 ．5 7 3 ．7 ± 1 1，2

表3に見られるように初産は．57xlO‾シb2産以上は，

62×1折特有となった。PLスコアとの適合率は，表3のと

おり初亀2産以上共にPL卜叱おいて高く，2産以上では

PL（廿）以上においては91％を示し，他は低かった。2産

表3　pLテスタースコアに対する電気伝導度の適合率
（％

限 界 気伝 導度

P L スコア

初　　　 産 2 産 ■以 上

5 7未 満 5 7以 上 ‘2未 満 6 2以 上

＋ 94．5 5．5 9 3 6 6 ，4

＋ 80．0 2 0．0 50．0 5 0．0

・廿 ～ 1廿 33．3 6 6．7 9．1 9 0．9

注・7～9月のデータより算出した（Xl√シね，25℃）

以上の障害の進んだ乳房では，高い適合率を示した。
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（2）分房間差値を設定したとき

PLHの分房乳で旭の頻度で出現するのは，分房闘差値

5以上である。前搾り乳は一部乳であり正常異常の区別は

適正ではないが，分房問差値5までを正常乳と仮定し，そ

分 房　 P L スコア

間 差 値
－

± ＋ 一汁

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 〇 〇 〇 〇 〇 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

04 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0 0 0 0 0

0 0

0

き　 … 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0

0

0

0

　 9ち 1 0

× 1 1

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0

0

1 2 0 0 0 0

13 0 0 0 0

0

0 0

1 4 0 0 0 0 0 0 0

1 5

1 6

1 7

1 8

19 ～ 29

0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0

0 0 0

0 0 0 0 0

適 合 率 77．7 （4 1 7／5 3 7 ） 8 6 ．4 （19′2 2 ） 8 8 ．8 （1 1／16 ） 6 8 ．4 （13／1 9 ）

図 2　 P L テ ス タ ー ス コ ア と 分 房 間 差 値 の 鯛 係　 凡 例 1 3 ん 管 を示 す　　　　　　　　　　　　　　　　　〝

の分布を図2に示した。PLHにおいては，分房間差値が

0～29まで幅広く分布し，前搾り乳の不均質性が見られ，

適合率は78％で，PL州以上でも約70％と高い適合率ではな

かった。大森等の報告と比較したのがま4で．岩手は酪農家

衰4　搾乳管理の違いによる分房間差値の比較

　 分 房 間 差 値

場 所 10 →S／毎
≦5 5∠ 計 適 合 率

岩　　　　 手 A 2，644 15 0 2，794 0．95 ＊爛

福　　　　 島 4 17 1 2 0 5 3 7 0 ．78

計 3，06 1 2 川 3，3 31

注．A：大森等の報告1）から作製した分房数

の等間隔及び特定者による搾乳体系である。場所間差は，

搾乳管理の差違により，分房間差値に大きく影響し有意差

が見られたものと思われろ。

4　ま　　　と　　　め

前搾り乳の電導度から乳房炎を検出しようと試みた結果PL

Hにおけろ6月の電導度は高く，7～9月に低く安定した。PL

什以上の電導度は，Pリーはり明らかに大きくまた，分房間差値

は幅広く分布した。PLテスターと電導度の併用は，異常乳

検出に有効に思われたが．搾乳中のサンプル採取時期，気候

や搾乳管理による影響の究明，測定器の小型軽量化，低廉

化等は，今後解決されるべき問題であろう。
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